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う
き
た
む
風
土
記
の
丘
自
主
事
業
委
員
会
は
、
山
形
県
立
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古
資

料
館
の
指
定
管
理
者
が
、 

利
用
者
の
増
加
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、 

自
ら
企

画
し
実
施
す
る
指
定
管
理
業
務
以
外
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
や
館

長
講
座
な
ど
の
研
修
事
業
や
体
験
学
習
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
手
形
を
つ
く
ろ
う
」や「
勾
玉
・
弓
矢
・

石
器
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
特
に
「
赤
ち
ゃ
ん
手
形
」
は
多
く
の
親
子
連
れ
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
考
古
学
や
歴
史
分
野
の
専
門
家
で
も
研
究
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
畠
に
生
ま
れ

町
内
に
就
職
す
る
中
で
町
の
歴
史
に
興
味
と
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
国
指
定
史
跡
の
日
向
洞

窟
や
押
出
遺
跡
は
郷
土
の
誇
り
で
あ
り
、
大
好
き
な
遺
跡
で
す
。
高
畠
に
住
む
住
民
の
一
人

と
し
て
何
か
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、一
昨
年
か
ら
自
主
事
業
委
員
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
、「
大
人
の
社
会
科
見
学
」
と
い
う
公
民
館
事
業
で
考
古
資
料
館
を
見
学
、
参
加

者
が
「
彩
漆
土
器
」
に
く
ぎ
付
け
に
な
り
ま
し
た
。
動
物
を
狩
り
、
木
の
実
を
集
め
、
漁
で

な
り
た
つ
と
い
う
縄
文
時
代
の
生
活
は
、
日
々
飢
え
と
の
戦
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、
目

の
前
の
彩
漆
土
器
は
、
つ
ぼ
型
の
た
お
や
か
な
フ
ォ
ル
ム
に
、
赤
漆
に
黒
漆
で
渦
巻
き
文
様

を
ま
と
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
姿
。
目
を
離
せ
な
く
な
っ
た
参
加
者
の
多
く
は
、
考
古
資
料
館
初

体
験
。
考
古
学
に
は
馴
染
み
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、古
代
の
技
術
の
高
さ
に
驚
き
、

思
い
も
か
け
な
い
古
代
の
豊
か
な
生
活
に
感
嘆
の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
私
は
、考
古
資
料
館
を
知
る
「
き
っ
か
け
」、古
代
の
歴
史
に
触
れ
る
「
き
っ
か
け
」

が
あ
れ
ば
、
多
く
の
方
々
が
山
形
の
歴
史
に
興
味
と
関
心
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
…
と
い
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
立
ち
寄
っ
た
町
内
の
喫
茶
店
で
「
私
が
作
っ
た
勾
玉
を
見
て
」
と
話
し
て
い

る
女
性
に
会
い
ま
し
た
。
周
り
の
方
々
は
「
き
れ
い
」「
ど
こ
で
作
れ
る
の
」「
こ
の
近
く
に

そ
ん
な
施
設
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
。
そ
の
様
子
を
見
な
が
ら
「
考
古
資
料
館

が
も
っ
と
私
た
ち
の
身
近
な
場
所
に
な
れ
る
と
良
い
な
」
と
の
思
い
も
湧
い
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
来
館
し
て
、
古
代
の
山
形
、
現
代
に
通
じ
る
優
れ
た
古
代
の
文
化
や
技
術
を

知
り
、
体
験
し
「
古
代
人
と
の
楽
し
い
語
ら
い
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
た
り
前
の
山
形

の
風
景
が
き
っ
と
違
っ
て
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

古
代
人
と
の
楽
し
い
語
ら
い　

〜
考
古
資
料
は
語
る
〜

▲屋代地区公民館・ 「大人の社会科見学」

　
　
　

う
き
た
む
風
土
記
の
丘
自
主
事
業
委
員
会
会
長　
　

冨
樫　

と
み
よ

▲押出遺跡出土
彩漆土器



▲企画展記念講演会　阿部 明彦  氏

　

企
画
展
記
念                     

講
演
会
は
阿
部

明
彦
氏
の
「
最

上
地
域
の
縄
文
時
代
」
の

演
題
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
．
向
町
盆
地
の
遺
跡
に
つ

い
て　

二
．
舟
形
盆
地
の
遺

跡
に
つ
い
て　

三
．
新
庄
盆

地
の
遺
跡
に
つ
い
て　

四
．

ま
と
め　

と
い
う
構
成
で
し

た
。

　

最
初
は
水
木
田
遺
跡
の
重

要
文
化
財
の
土
器
の
説
明
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
国
内
で

二
番
目
に
大
き
な
土
器
や
大

形
の
土
器
の
出
土
状
況
が
写

真
で
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

土
器
も
含
め
、
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
よ
う
に
出
土
し
た
も
の

が
多
く
、
復
元
に
繋
が
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
水
木
田
遺
跡
で
出

土
し
た
東
北
北
部
の
円
筒
上

層
ｂ
式
土
器
と
酒
田
市
の
飛

島
の
蕨
山
遺
跡
か
ら
か
ら
出

土
し
た
円
筒
上
層
ｂ
式
土
器

を
比
べ
る
と
、
水
木
田
の
も

の
は
文
様
の
シ
ャ
ー
プ
さ
に

欠
け
、
蕨
山
の
土
器
は
円
筒

土
器
の
担
い
手
が
作
っ
て
直

接
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
水
木
田
の
製

作
者
は
円
筒
土
器
文
化
の
中

心
地
の
担
い
手
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
大
形
の
土
器
に

は
煮
炊
き
を
し
た
痕
跡
が
な

く
、
貯
蔵
用
の
土
器
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
木
田
と
ほ
ぼ

同
じ
時
期
の
熊
の
前
遺
跡
の

土
器
、
中
期
の
か
っ
ぱ
遺
跡

の
土
器
、
そ
し
て
、
か
っ
ぱ

遺
跡
の
後
期
の
遺
構
と
土
器

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
後
期
の
か
っ
ぱ
遺
跡

で
は
竪
穴
と
掘
立
柱
建
物
跡

　

今
年
度
は
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

う
き
た
む
学
講
座

　

企
画
展
記
念
講
演
会

企
画
展
記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
令
和
4
年
1111
月
1313
日(

日)

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

「最
上
地
域
の
縄
文
時
代
」

「最
上
地
域
の
縄
文
時
代
」

で
構
成
さ
れ
る
集
落
と
出
土

品
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
舟
形
町
の
西
ノ
前
遺

跡
の
住
居
跡
群
と
土
器
、
そ

し
て
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」

附つ
け
た
りの
土
偶
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時

期
に
は
最
上
ま
で
北
陸
系
の

土
器
が
入
り
込
む
こ
と
を
写

真
と
実
測
図
で
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
庄
盆
地
で
は
中
川
原
Ｃ

遺
跡
の
住
居
跡
と
土
器
、
そ

し
て
、
西
ノ
前
と
同
時
期
で

あ
り
な
が
ら
、
多
数
出
土
し

た
顔
を
持
つ
土
偶
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
金

山
町
の
本
町
遺
跡
で
は
祭
壇

跡
と
石
棒
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
中
期
後
葉
の
鮭
川

村
小
反
遺
跡
、
真
室
川
町
釜

淵
Ｃ
遺
跡
、
中
台
４
遺
跡
の

遺
構
と
土
器
に
つ
い
て
の
所

見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
小

反
遺
跡
で
は
複
式
炉
を
持
つ

大
形
の
竪
穴
や
掘
立
柱
建
物

跡
を
、
釜
淵
Ｃ
遺
跡
で
は
住

居
跡
と
中
期
の
石
組
遺
構
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
大
蔵
村
の
白
須
賀
遺

跡
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
県
指
定
有
形
文
化
財
の

中
期
中
葉
の
把
手
状
注
口
土

器
、
後
葉
の
深
鉢
と
珍
し
い

足
形
付
土
製
品
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
当
初
メ
ニ
ュ
ー

に
は
な
か
っ
た
「
女
神
の
秘

密
」
の
お
話
が
あ
り
、
縄
文

の
女
神
は
「
歩
く
姿
を
見
せ

て
い
る
」
こ
と
、
よ
く
見
る

と
棚
畑
の
ビ
ー
ナ
ス
も
右
足

を
上
げ
、
水
木
田
土
偶
も
右

足
が
短
い
、
こ
れ
ら
は
「
歩

く
土
偶
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
女
神
に
付

け
ら
れ
た
縄
文
は
Ｒ
ｒ(

０

段
３
本
撚)

で
こ
の
時
期
の

土
器
に
は
使
わ
れ
な
い
女
神

用
の
特
殊
な
原
体
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
化
粧
土
を
塗
っ

て
肌
色
に
し
て
お
り
、
肌
色

へ
の
こ
だ
わ
り
が
見
て
取
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

最
後
に
三
脚
土
製
品
と
原

の
内
Ａ
の
三
角
濤
形
土
製
品

に
つ
い
て
の
所
見
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
三
角
土
製
品

は
「
Ｙ
」
字
型
に
置
く
べ
き

も
の
で
、
土
偶
が
簡
略
化
さ

れ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
こ

と
、
三
角
濤
土
製
品
は
馬
高

分
布
圏
に
分
布
の
中
心
が
あ

り
、
県
内
で
は
思
い
川
Ａ
遺

跡
に
し
か
な
く
、
原
の
内
Ａ

例
は
二
例
目
で
あ
る
が
、
優

品
と
の
こ
と
で
し
た
。



　

今
期
は
、「
最
上
地
域
の

縄
文
時
代
」
と
題
し
て
全
三

回
開
講
し
、
企
画
展
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
機
会
を
設
け

ま
し
た
。
以
下
に
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
最
上
地
域
の
縄
文
時
代
早

期
・
前
期
の
遺
構
と
遺
物
」

     

渋
谷 

孝
雄
（
当
館
館
長
）

　

最
上
地
域
に
分
布
す
る
縄

文
時
代
早
期
・
前
期
の
遺
跡

に
つ
い
て
講
演
い
た
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
、
調
査
例
や

出
土
し
た
遺
物
は
多
く
は
な

い
そ
う
で
す
が
、
新
庄
市
を

中
心
に
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

前
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、

新
庄
市
の
福
田
山
Ａ
遺
跡
・

仁
間
磯
ノ
沢
Ｂ
遺
跡
、
大
蔵

村
の
上
竹
野
遺
跡
、
真
室
川

町
の
滝
ノ
沢
山
遺
跡
、
最
上

町
の
水
上
遺
跡
、
金
山
町
の

本
町
遺
跡
な
ど
か
ら
遺
物
が

見
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

第一章　縄文時代早期・前期の
　　　　最上
第二章　縄文時代中期の最上
第三章　縄文時代後期の最上
第四章　縄文時代晩期の最上
第五章　石器の変遷
第六章　緑色石英の流通と埋納
　　　　された磨製石斧

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

こ
ち
ら
は
縄
文
の
女
神
国

宝
指
定
10
周
年
記
念
第
三
十

回
企
画
展
「
最
上
地
域
の
縄

文
時
代
」
の
展
示
図
録
で

す
。
縄
文
の
女
神
が
出
土
し

た
西
ノ
前
遺
跡
を
は
じ
め
と

す
る
、
最
上
地
域
の
縄
文
時

代
遺
跡
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

展
示
遺
物
を
全
点
収
録
。

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！　

令
和
4
年
9
月
25
日
／
10
月
2
日
／
10
月
9
日(

日)
第
二
十
四
期

頒布価格 1,500 円

 目 次 

「
最
上
地
域
の
縄
文
時
代
中

期
前
葉
か
ら
中
葉
の
遺
構
と

遺
物
」

          　

    

菅
原 

哲
文　

氏

   

（（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

菅
原
氏
か
ら
は
、
最
上
地

域
の
縄
文
時
代
中
期
前
半
の

遺
跡
に
つ
い
て
の
概
要
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
上
地
域
の
中
期
前
半
の

遺
跡
は
、
最
上
町
の
水
木
田

遺
跡
、
舟
形
町
の
西
ノ
前
遺

跡
、
新
庄
市
の
中
川
原
Ｃ
遺

跡
な
ど
が
主
な
遺
跡
と
な
り

ま
す
。

「
最
上
地
域
の
縄
文
時
代
中

期
後
葉
の
遺
構
と
遺
物
」

「
最
上
地
域
の
縄
文
時
代
後

期
の
遺
構
と
遺
物
」

              

水
戸
部 

秀
樹　

氏

   

（（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

水
戸
部
氏
か
ら
は
、
前
後

二
回
に
分
け
て
、
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
鮭
川
村
の
小
反
遺

跡
を
中
心
に
、
縄
文
時
代
中

期
後
半
の
遺
跡
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
最
上
町
の
か
っ
ぱ

遺
跡
を
中
心
に
、
縄
文
時
代

後
期
の
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

か
っ
ぱ
遺
跡
の
遺
物
は
、

捨
て
場
と
思
わ
れ
る
場
所
の

東
側
か
ら
中
期
の
も
の
が
集

中
し
て
見
つ
か
っ
て
お
り
ま

す
。
後
期
の
も
の
は
住
居
内

か
ら
出
土
し
て
お
り
ま
す
。

「
最
上
地
域
の
縄
文
時
代
晩

期
の
遺
構
と
遺
物
」

　
　
　
　

小
林 

圭
一　

氏  

　
（（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

小
林
氏
か
ら
は
、
縄
文
時

代
晩
期
の
最
上
地
域
に
つ
い

て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
縄
文
時
代
晩
期
の
東
北

地
方
の
土
器
は
、
亀
ヶ
岡
式

土
器
と
総
称
さ
れ
、
指
標
遺

跡
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
に

あ
る
大
洞
貝
塚
で
す
。
近
隣

の
地
域
と
も
比
較
し
な
が

ら
、
山
形
県
内
の
縄
文
時
代

晩
期
の
遺
跡
、
及
び
土
器
や

土
偶
の
変
遷
に
つ
い
て
、
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
縄
文
時
代
の
緑
色
石
英
製

玉
と
そ
の
分
布
」

　
　
　
　

三
澤 

裕
之　

氏

　
（
秀
明
大
学
教
授
）

　

元
高
校
教
師
で
あ
る
三
澤

氏
は
、
最
上
町
に
あ
る
材
木

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
緑
色
の

石
に
つ
い
て
研
究
し
て
お

り
、
従
来
は
ヒ
ス
イ
製
と
考

え
ら
れ
て
き
た
玉
、
及
び
そ

の
原
石
が
、
成
分
分
析
の
結

果
、
緑
色
の
石
英
で
あ
る
こ

と
を
つ
き
と
め
ま
し
た
。
材

木
遺
跡
の
他
に
も
東
北
各
地

及
び
新
潟
県
に
緑
色
石
英
と

思
わ
れ
る
石
材
を
用
い
た

玉
、
そ
の
原
石
が
出
土
す
る

遺
跡
が
分
布
し
て
お
り
、
今

回
の
講
演
で
は
、
そ
の
研
究

成
果
を
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

「
最
上
地
域
の

　
　
　
　
　

縄
文
時
代
」



縄
文
時
代
前
期

　
　

●
高
畠
町　

押
出
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
48
）

押
出
遺
跡　

復
元
住
居

上
杉
家
廟
所

上
杉
家
廟
所

　

上
杉
家
廟
所
は
、
米

沢
市
に
あ
る
米
沢
藩
歴

代
藩
主
の
墓
所
で
す
。

昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四

年
）
に
、
米
沢
藩
主
上

杉
家
墓
所
と
し
て
、
国

指
定
の
史
跡
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

元
和
九
年
（
一
六
二
三
年
）
に
、

二
代
景
勝
公
が
他
界
す
る
と
現
在

の
廟
所
に
埋
葬
さ
れ
、
以
後
十
二

代
藩
主
斉
定
公
ま
で
こ
こ
に
埋
葬

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

上
杉
家
は
、
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
年
）
に
越
後
か
ら

　

押
出
遺
跡
の
特
徴
を
語
る
時
に
は
必
ず
「
低
湿
地
」「
大

谷
地
」
の
上
に
集
落
が
あ
っ
た
と
説
明
し
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
一
般
的
な
住
居
は
竪
穴
住
居
で
す
。
こ
の

押
出
遺
跡
か
ら
は
「
低
湿
地
」
の
中
に
あ
っ
た
為
か
、
平

地
式
の
住
居
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
60
㎝
以
上
の
盛
土

を
し
て
床
面
と
し
、
盛
土
の
下
に
は
「
転
ば
し
根
太
」
と

呼
ば
れ
る
丸
太
を
敷
い
て
湿
地
帯
で
の
沈
下
や
湿
気
を
予

防
し
て
い
ま
す
。

　

常
設
展
示
で
押
出
遺
跡
の
平
地
式
住
居
を
復
元
し
て
展

示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
古
の
里
歴
史
公
園
の
竪
穴
住
居

と
比
較
し
て
見
学
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

▲ 謙信公御廟

置賜史跡めぐり（54）

八
代
宗
房
公
、
十
代
治
憲
公
（
鷹

山
公
）、
十
二
代
斉
定
公
、
右
へ

向
っ
て
三
代
定
勝
公
、
五
代
綱
憲

公
、
七
代
宗
憲
公
、
九
代
重
定
公
、

十
一
代
治
廣
公
の
廟
が
並
ん
で
い

ま
す
。

　

謙
信
公
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
後
期
ま
で
の
米
沢
藩
歴

代
の
藩
主
の
廟
が
一
つ
の
場
所
に

並
置
さ
れ
る
の
は
珍
し
く
、
近
世

大
名
家
墓
所
の
代
表
例
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
樹
齢
四
百
年
を
超
す
老

杉
も
残
る
杉
木
立
の
巨
木
の
中
に

整
然
と
立
ち
並
ぶ
歴
代
藩
主
の
廟

屋
は
、
森
厳
と
し
た
雰
囲
気
に
満

ち
て
い
ま
す
。

会
津
若
松
、
さ
ら
に
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
年
）
の
関
ヶ
原
の
戦

い
後
、
会
津
若
松
か
ら
米
沢
に
移

動
を
命
じ
ら
れ
、
謙
信
公
の
霊
柩

も
そ
の
都
度
遷
さ
れ
て
、
米
沢
に

お
い
て
は
米
沢
城
本
丸
に
御
堂
を

建
立
し
祀
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
の
米

沢
城
解
体
に
伴
い
、
米
沢
城
に
安

置
さ
れ
て
い
た
謙
信
公
の
遺
骸

も
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）、

御
廟
所
へ
遷
さ
れ
ま
し
た
。

　

藩
政
時
代
の
廟
所
は
、
二
代
景

勝
公
を
中
心
に
、
左
右
交
互
に
廟

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
廟
の
前
方

に
は
、
拝
殿
が
造
営
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
各
廟
前
後
や
各
参

道
の
周
囲
に
は
、
千
基
を
超
え
る

石
灯
篭
が
並
ん
で
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
九
年
に
謙
信
公
の
遺
骸
が

当
地
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
中
央
に
謙
信
公
の
廟
が
配
さ

れ
、
中
央
か
ら
左
へ
二
代
景
勝

公
、
四
代
綱
勝
公
、
六
代
吉
憲
公
、

米
沢
市　
　

●
江
戸
時
代　

米
沢
市　
　

●
江
戸
時
代　

▲ 押出遺跡　復元住居

▲ 歴代御廟所 ( 左 )


